









































報恩をベースにして、本当の人間になるということ、換言す ば、人 めに、世 ために 生きとし生ける ののためにという利他の道を基 した人間形成を進 て、究極的には誰もが釈尊と同じく仏と ることを目指すという願いが込められているわけです。
道元禅師の教えの中に、 「日日の行持、その報謝の正道なるべし。 」というお言葉がござ ます。仏の道に則った私










門と大学とをどのような形で関連づけていくか いうことは、 いわゆる「政教分離」の原則の運用上の問題もあって、なかなかむずかし 問題です。しかし、出来るだけ両者の間の壁を低くす ような方向で進めていくべきだろ と思いますし、実際にそう う動 も出てきています。
例えば、この前の東日本大震災 後、災害時における被災者 ころの問題の重要性が深く認識されるようになっ
たのですが、その中で、神父さんでも牧師さんでもお坊さんでも宮司さんでもな 、臨床宗教師という新し 職業人を養成することが、東北 の鈴木岩弓先生を中心に具体化してきて るの す ともかく、 が関わっていってはじめて、根底的なところでの癒し、心の安らぎというものが獲得され きます。こう うことも、ご本山 の協力関係の強化の中 進めていけるのではないかと思って るのです。
それから、仏教とその文化に関する学術情報についてですが、これはグローバルな広がりをもっています。出来れ
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ばそれらを本研究所で集約し、また、信頼できる優れた情報を発信していきたい。いわば仏教学・仏教文化学の関する情報基地としての役割をいずれ果たせるようになればというのが、私の夢です。そして、同時に本研究所は、大学ないし学園全体のハートとして、活性化さ 血液を送り出し、また再生させていく 要するに、学園の健康を維持する役割を果たせるように育てていきたい、ということです。
本日のシンポジウム全体に対する「序説」にあたる私の発表は、ここまでとさせていただきたいと思います。ご清
聴、ありがとうございました。
